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は
じ
め
に

絵
画
の
自
由
性
と
水
墨
画
の
韻
律
は
常
に
東
洋
人
が
愛
す
る
世
界
で
あ
り
、
特
に
日
本
に
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
深
い
土
壌
が
あ
り
ま

す
。
大
学
の
教
育
課
程
で
は
毎
年
、
学
生
か
ら
の
支
持
を
受
け
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
が
水
墨
画
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
く
こ
と
か
ら
も
、
私
た
ち
東
洋
人
の
存
在
を
示
す
美
意
識
が
、
生
活
に
根
付
い
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。

私
た
ち
が
常
に
考
え
て
い
る
の
は
、
絵
画
と
は
美
し
い
記
憶
を
留
め
る
た
め
の
最
も
大
切
な
手
段
で
あ
り
、
絵
画
に
お
け
る
自
然
現
象

は
す
べ
て
非
対
称
性
（
ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー
）
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
自
然
を
対
象
に
し
て
拡
大
、
縮
小
、
も
し
く
は
加
工

し
イ
メ
ー
ジ
を
加
え
な
が
ら
、
二
次
元
の
平
面
空
間
に
収
め
る
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
東
洋
の
芸
術
家
が
常
に
用
い
て
き
た
表
現
手
段
で
す
。

そ
し
て
、
水
墨
と
い
う
表
現
を
用
い
な
が
ら
非
対
称
性
に
対
す
る
美
を
探
究
し
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
芸
術
家
に
と
っ
て
貴
重
な
財

産
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
世
界
に
対
し
て
情
熱
と
努
力
を
重
ね
な
が
ら
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
東
洋
の
歴
史
に
お
い
て
確

か
な
成
果
と
し
て
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
、
こ
れ
か
ら
も
水
墨
画
が
さ
ら
に
皆
さ
ん
の
身
近
な
も
の
と
な
り
、
書
画
表
現
を
通
じ
て
多
く
の
名

作
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

李

庚
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第
一
部

構
図
と
空
間

時
代
の
変
化
に
伴
い
、
水
墨
画
の
楽
し
み
方
が
多
様
化
す

る
中
、
自
分
の
感
性
に
任
せ
て
筆
墨
を
自
由
に
解
放
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
大
き
な
魅
力
で
す
。

筆
墨
を
解
放
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
筆
墨
の
特
性
と
、
水

墨
画
の
基
本
的
な
構
図
を
学
び
、
限
ら
れ
た
画
面
を
最
大
限

に
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

さ
ら
に
昔
か
ら
「
無
法
而
法
，
乃
為
至
法
」（
決
め
ら
れ

た
法
則
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
本
当
の
法
則
が
あ
る
）
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
創
作
で
は
歴
代
作
品
の
構
図
を
借
り

る
だ
け
で
は
な
く
、
各
自
が
自
由
に
構
図
を
組
み
合
わ
せ
る

工
夫
が
必
要
で
す
。

第
一
部
で
は
、
水
墨
画
の
制
作
に
は
欠
か
せ
な
い
東
洋
を

代
表
す
る
構
図
を
紹
介
し
ま
す
。

以
下
、
実
例
を
参
照
し
な
が
ら
、
空
間
構
成
の
多
様
性
を

知
り
、「
韻
律
」
な
ど
、
描
か
な
い
部
分
の
意
識
も
併
せ
て

学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

■「翎毛花卉譜」『芥子園画伝』



画面の中に一枚の作品として竹を構成する
場合、画面の外まで描き出すことで空間が
広がり、画面内の余白も引き立ちます。

第
一
章

東
洋
の
木
版
画

第
一
節

芥か
い

子し

園え
ん

画が

伝で
ん

竹

笹の部分を拡大してポイントを絞り、笹の
造形、勢い、重なりを図解でわかりやすく
解説しています。

竹
は
直
線
的
な
線
を
用
い
て
表
現
す
る

こ
と
か
ら
、
水
墨
画
を
学
ぶ
基
本
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
長
短
、
抑
揚
、
軽
重
な
ど
、

筆
墨
の
関
係
は
笹
、
竿
、
枝
を
自
在
に
組

み
合
わ
せ
な
が
ら
表
現
し
ま
す
。

■ 竹の勢いと画面の広がり ■ 笹の特性と空間の調和

■
竹
の
筆
勢
と
造
形
の
関
係

第
一
章

東
洋
の
木
版
画

第一部　構図と空間 10



冬
の
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
て
香
り
豊

か
な
花
を
咲
か
せ
る
梅
は
、
多
く
の
人

を
魅
了
し
ま
す
。
筆
墨
に
よ
る
幹
、
枝

の
質
感
と
、
花
の
曲
線
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
剛
と
柔
が
融
合
し
、
独
特
な

余
韻
を
生
み
出
し
ま
す
。
ま
た
「
梅
の
特
性
と
部

分
表
現
」
の
よ
う
に
、
描
き
出
す
段
階
で
枝
を
交

差
さ
せ
、
重
な
る
関
係
を
意
識
す
る
こ
と
で
奥
行

き
が
生
ま
れ
ま
す
。

梅■
梅
の
造
形
と
代
表
的
な
構
成
法

■
梅
の
特
性
と
部
分
表
現

11 第一章　東洋の木版画／一　芥子園画伝



蘭
し
な
や
か
な
曲
線
が
織
り
な
す
蘭
は
、

清
ら
か
な
精
神
性
と
情
趣
を
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
筆
法
の
基
本
と
な

る
一
本
の
線
か
ら
複
雑
な
組
み
合
わ
せ

方
ま
で
、
起
承
転
結
を
意
識
す
る
こ
と

で
、
不
要
な
線
を
省
略
し
、
画
面
を
整

理
す
る
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
葉
の
勢
い
と
上
下
の
運
筆
法

■
蘭
の
特
性
と
部
分
表
現

■
蘭
の
構
成
と
空
間

第一部　構図と空間 12



菊
長
寿
と
高
節
の
象
徴
で
あ
る
菊

は
、
晩
秋
に
香
り
高
い
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
花
、
葉
の
造
形
で
は
、

繊
細
さ
の
中
に
、
静
と
動
、
変
化

と
統
一
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
菊
花
を
主
役
と
し
て
引
き

立
た
せ
る
た
め
に
、
葉
を
脇
役
と

し
て
ど
の
よ
う
に
配
置
し
て
い
る

か
分
析
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

菊
花
の
造
形
と
線
の
リ
ズ
ム
を
引
き
立
て

る
た
め
に
、
葉
は
濃
淡
で
「
面
」
を
意
識
し

ま
す
。

菊
は
丸
み
の
あ
る
造
形
が
特
徴
で
す
。
そ
こ
に
竹

の
直
線
的
な
表
現
を
加
え
る
こ
と
で
画
面
に
「
柔
」

と
「
剛
」
の
リ
ズ
ム
が
加
わ
り
ま
す
。

■
花
と
葉
の
組
み
合
わ
せ
方

■
菊
の
構
成
と
空
間

■
菊
花
の
種
類
と
造
形
の
特
徴

①
花
の
リ
ズ
ム
感
（
均
一
と
不
均
一
の
調
和
）

②
花
と
葉
の
造
形
（
描
き
出
す
方
向
と
立
体
感
）

②
菊
と
竹
の
構
成

①
線
と
面
の
関
係

13 第一章　東洋の木版画／一　芥子園画伝



山
水

山
水
画
は
花
鳥
画
や
人
物
画
に
比
べ
表
現

す
る
要
素
が
多
く
複
雑
で
す
。
ま
ず
は
山
石
、

樹
林
を
配
置
し
た
後
、
人
物
、
建
物
、
舟
な
ど

を
加
え
て
天て

ん

人じ
ん

合ご
う

一い
つ

の
世
界
へ
と
導
き
ま
す
。

■ 基本的な山水画の構成
 近景を中心に置くことで遠景は隠れて、想像する空間が生まれます。

山
水
画
の
基
本
的
な
構
図
を
分
析
し
て
み
る
と
、
手
前
か
ら
奥
へ
と
つ
な
が
る

空
間
に
近
景
、
中
景
、
遠
景
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
段
階
的
に
空
間
を
構
成
す
る
こ
と
が
山
水
画
を
描
く
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

■
点
景
（
人
物
）

■
点
景
（
建
物
・
舟
）

第一部　構図と空間 14



■
山
水
画
を
代
表
す
る
樹
林
法

樹
と
林
は
季
節
や
環
境
に
よ
っ
て
成
長
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
芥
子
園

画
伝
で
は
、
外
で
写
生
が
で
き
な
い
状
況
で
も
樹
林
の
造
形
や
組
み
合
わ
せ

方
を
学
べ
る
よ
う
に
、
基
本
的
な
造
形
か
ら
解
説
を
加
え
て
い
ま
す
。

15 第一章　東洋の木版画／一　芥子園画伝



■
山
水
画
を
代
表
す
る
山
石
法

山
と
石
の
表
現
は
、
山
水
画
の
空
間
を
構
成
す

る
基
本
と
な
り
ま
す
。
芥
子
園
画
伝
で
は
「
石
」

の
単
体
か
ら
山
脈
の
リ
ズ
ム
ま
で
、
表
現
者
の
必

要
性
に
応
じ
て
自
由
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
多
様
な
図
式
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

第一部　構図と空間 16



第
二
節

浮
世
絵

日
本
の
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
芸
術
に
浮
世
絵
が
あ
り
ま
す
。
木
版

画
と
い
う
限
ら
れ
た
表
現
の
中
で
明
確
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
作
品

に
は
、
鑑
賞
者
を
画
面
に
誘
導
す
る
構
図
の
ポ
イ
ン
ト
が
隠
れ
て
い
ま

す
。

■ 歌川広重《名所江戸百景　亀戸梅屋舗》

浮
世
絵
は
日
本
を
代
表
す
る
芸
術
表
現
で
あ
り
、
そ
の
作
品
は
世
界

の
巨
匠
が
収
蔵
し
、
多
く
の
学
者
に
よ
る
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。
浮

世
絵
と
芥
子
園
画
伝
の
関
係
は
深
く
、
ま
た
世
界
美
術
史
の
中
で
も
東

洋
芸
術
の
燈
と
な
っ
て
い
ま
す
。

浮
世
絵
は
現
代
美
術
の
潮
流
の
中
、
日
本
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
は

大
き
く
、
既
存
の
古
典
形
態
を
解
体
し
、
新
た
な
美
へ
の
意
識
と
市
民

の
思
想
を
融
合
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
現
象
は
日
本
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
文
化
と
伝
統
的
絵
画
芸
術
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
後
に
、
こ
の
潮
流
は
社
会
、
文
化
、
芸
術

お
よ
び
芸
術
家
の
思
想
を
解
放
す
る
起
点
と
な
り
ま
し
た
。

水
墨
画
の
巨
匠
、
李
可
染
は
若
い
頃
か
ら
版
画
に
興
味
を
持
ち
、
魯

迅
先
生
の
ス
ス
メ
に
従
い
、
版
画
作
品
の
収
蔵
を
始
め
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
ド
イ
ツ
表
現
主
義
ケ
ー
テ
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
作
品
、

併
せ
て
印
象
派
、
古
典
主
義
、
中
国
版
画
、
浮
世
絵
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
多
く
の
芸
術
家
が
伝
統
芸
術
か
ら
離
れ
て
現
代
芸
術
に
傾
倒

す
る
中
、
芸
術
の
潮
流
が
再
び
古
典
に
回
帰
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
新
た
な
水
墨
画
の
世
界
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
も
う
一

度
、
東
洋
を
代
表
す
る
思
想
と
芸
術
表
現
を
深
く
見
つ
め
、
一
つ
の
絵

画
表
現
が
ど
の
よ
う
に
し
て
世
界
を
変
え
た
の
か
を
分
析
す
る
意
識
を

持
つ
こ
と
が
必
要
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

17 第一章　東洋の木版画／二　浮世絵



◉ 多色と空間表現

■ 着物の複雑な変化と画面の統一感
豊
とよ

原
はら

国
くに

周
ちか

《中間市助 市川九蔵》《おせん妹おのぶ 沢村田之助》

■ 複数の色を用いた画面からモノトーンの階調へ
◉ 単色と空間表現

な
く
て
も
構
図
法
と
し
て
洗
練
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、
次
に
、
自

分
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
奥
行
き
を
具
体
的
に
考
え

な
が
ら
、
少
し
ず
つ
構
図
と
空
間
の
理
解
を
深

め
て
い
き
ま
す
。

■
変
化
と
統
一

浮
世
絵
の
多
色
刷
り
は
見
る
者
を
魅
了
し
ま

す
。
仮
に
上
記
の
作
品
を
濃
淡
に
置
き
換
え
た

と
き
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
現
れ
る
で
し
ょ
う

か
。
手
前
か
ら
画
面
奥
に
つ
な
が
る
「
逆
Ｃ
」

の
構
図
で
は
し
っ
か
り
大
小
、
疎
密
、
余
白
が

意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
色
彩
に
頼
ら
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浮
世
絵
の
巨
匠
・
歌う

た

川が
わ

広ひ
ろ

重し
げ

作
品
紹
介
①

■《
真
乳
山
山
谷
掘
夜
景
》

■《
東
海
道
五
拾
三
次
》
⑴

○
代
表
作

広
重
の
浮
世
絵
を
代
表
す
る
の
が
《
東
海
道
五
拾
三
次
》
で
す
。
画

題
は
、
東
京
日
本
橋
か
ら
京
師
（
京
都
）
三
条
大
橋
ま
で
の
宿
駅
で
す
。

構
図
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
道
」
で
あ
り
、
画
面
の
手
前
か
ら
奥
に
向
か
う

構
成
で
は
、
当
時
の
景
観
と
風
俗
を
見
事
に
描
き
出
し
て
い
ま
す
。

■
東
海
道
五
拾
三
次

○
夜
景
と
雪
景

浮
世
絵
は
、
摺す

る
と
い
う
工
程
を
通
じ
て
多
彩
な
面
を
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
広
重
は
そ
の
特
性
を
活
用
し
て
多
く
の
夜
景
、
雪
景
を
残

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
全
体
を
落
ち
着
か
せ
画
面
を
調
和
さ
せ
る
方

法
は
、
水
墨
画
の
墨
調
表
現
に
も
応
用
で
き
ま
す
。
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浮
世
絵
の
巨
匠
・
歌
川
広
重

作
品
紹
介
②

■《
東
海
道
五
拾
三
次
》
⑵

構
図
の
多
様
性
と
共
に
落
款
、
印
章
の
位
置
に
よ
っ
て

空
間
が
変
化
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
具
体

的
な
描
写
だ
け
で
な
く
、
画
面
の
中
で
空
気
が
ど
の
よ
う

に
流
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、
全
体
の
雰
囲
気
を
分
析
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
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浮
世
絵
の
巨
匠
・
歌
川
広
重

作
品
紹
介
③

■
近
江
八
景

■《
近
江
八
景
》
⑴

■《
近
江
八
景
》
⑵

■《
近
江
八
景
》
⑶

も
う
一
つ
、
広
重
の
代
表
作
に
《
近
江
八

景
》
が
あ
り
ま
す
。
日
本
近
江
国
の
優
れ
た
風

景
を
八
つ
選
ん
だ
も
の
で
、
中
国
北
宋
時
代
の

《
瀟
湘
八
景
図
》
に
起
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

シ
リ
ー
ズ
で
広
重
は
「
水
」
を
中
心
に
画
面
を

構
成
し
て
お
り
、
東
洋
を
代
表
す
る
空
間
表

現
と
し
て
水
墨
画
に
も
応
用
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
「
水
」
と
陸
地
が
接
し
て
い
る

部
分
の
洗
練
さ
れ
た
表
現
に
も
注
目
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
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浅
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵

Photo

：Cool Art Tokyo/ DN
Partcom

○
月つ

き

岡お
か

芳よ
し

年と
し

江
戸
時
代
末
期
の
人
気
浮
世
絵
師
、

歌う
た
川が
わ
国く
に
芳よ
し
に
入
門
し
た
、
明
治
時
代
を

代
表
す
る
浮
世
絵
師
で
す
。

激
動
の
時
代
を
生
き
る
中
で
、

「
無
惨
絵
」、「
怪
奇
絵
」、「
武

者
絵
」
な
ど
に
挑
戦
し
、
浮

世
絵
界
の
鬼
才
と
呼
ば
れ
ま

し
た
。

上
の
一
枚
は
「
美
人
画
」

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
構
図
の
特
徴

は
、
多
く
の
人
物
を
画
面
に

登
場
さ
せ
る
と
き
、
顔
の
化

粧
や
衣
装
に
統
一
感
を
持
た

せ
な
が
ら
も
、傘
、扇
子
、冠

な
ど
の
小
物
で
変
化
を
加
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
横
に

長
い
構
図
と
画
面
の
連
続
性

を
意
識
し
、
画
面
右
奥
の
乗

り
物
を
外
か
ら
内
に
招
き
入

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
巻
物
形

式
の
特
徴
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

■ 歌川豊国の作品

■
月
岡
芳
年
《
明
治
少
史
年
間
紀
事

皇
后
宮
西
京
行
啓
鉄
道
館
発
車
之
図
》

浮
世
絵
の
巨
匠
・

月
岡
芳
年
／
歌
川
豊
国

作
品
紹
介

○
歌う

た

川が
わ

豊と
よ

国く
に

豊
国
は
画
面
を
構
成
す
る
と
き
、

人
物
を
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

群
像
と
し
て
関
係
を
持
た
せ
て
、
人

物
の
役
割
を
明
確
に
表
現
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
建
物
を
隔
て
た
内
と
外
の

背
景
で
は
、
辺
と
角
を
巧
み
に
処
理

し
、
限
ら
れ
た
空
間
に
広
が
り
を
持

た
せ
て
い
ま
す
。

■ 歌川豊国の作品

人物の曲線的な造形を引き立てるための工夫
として、画面左の「垣根」と右の「建物」の関係、
そして直線を用いた表現が見られます。
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の
情
景
に
対
し
て
、
遠
く
に
富
士
山
を
望

む
構
成
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
水

画
で
も
、
主
役
を
近
景
、
中
景
、
遠
景
の

ど
こ
に
配
置
す
る
か
に
よ
っ
て
、
作
品
の

情
趣
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
北
斎
の
よ
う

に
、
主
役
と
な
る
富
士
山
を
小
さ
く
点
景

で
表
現
す
る
発
想
は
、
水
墨
画
の
新
た
な

空
間
を
構
成
す
る
起
点
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

浮
世
絵
の
巨
匠
・
葛か

つ

飾し
か

北ほ
く

斎さ
い

作
品
紹
介

北
斎
の
富
嶽
三
十
六
景
は
、
浮
世
絵
の

代
表
作
で
す
。
当
時
か
ら
富
士
山
に
対
す

る
庶
民
の
信
仰
は
深
く
、
現
在
も
日
本
人

の
心
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
北
斎
は

富
士
山
を
画
面
の
中
心
に
配
置
す
る
代
表

作
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
作
品
は
手
前

◉
人
物
と
富
士
山
の
距
離
感

◉ 岩山の連続する流れと点景人物の対比

■
富ふ

嶽が
く

三
十
六
景◉ 広い余白と富士山の存在感
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浮
世
絵
の
巨
匠
・
喜き

多た

川が
わ

歌う
た

麿ま
ろ  

作
品
紹
介

歌
麿
は
人
物
画
を
得
意
と
し
、
人
物
像
の
描
写
と
背
景
の
調
和
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
水
墨
画
に
お
い
て
、
背
景
は
余
白
と
し
て
残
す
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
効
果
的

に
背
景
空
間
を
活
用
す
れ
ば
、
画
面
の
中
心
と
な
る
対
象
を
さ
ら
に
引
き
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◉ ３人の関係 ◉ ２人と１人の関係 ◉ 各１人の関係

■
人
物
と
構
成
《
両
国
橋
隅
田
川
納
涼
》

■
喜
多
川
歌
麿
《
鮑あ
わ
び

取
り
》
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出
典
：ColBase(https://colbase.nich.go.jp

）

出
典
：ColBase(https://colbase.nich.go.jp

）

■《
二
代
目
小
佐
川
常
世
の
一
平
姉
お
さ
ん
》

■《
二
代
目
嵐
龍
蔵
の
金
貨
石
部
金
吉
》

■《
三
世
大
谷
鬼
次
の
奴
江
戸
兵
衛
》

■《
二
代
目
瀬
川
富
三
郎
の
大
岸
蔵
人
妻
や
ど
り
木
と
中
村
万
世
の
腰
元
若
草
》

浮
世
絵
の
巨
匠
・
東と

う

洲し
ゅ
う

斎さ
い

写し
ゃ

楽ら
く  

作
品
紹
介

○
表
情
と
手
の
関
係
①

○
表
情
と
手
の
関
係
②

○
人
物
と
傘
の
関
係

■《
三
代
目
市
川
高
麗
蔵
の
亀
屋
忠
兵
衛
と
初
代
中
山
富
三
郎
の
傾
城
梅
川
》

■
写
楽
の
人
物
画

写
楽
は
役
者
を
描
く
こ
と
を
得
意
と
し
、
独

特
の
感
性
で
人
物
の
姿
を
誇
張
し
、
そ
の
大
胆

で
自
由
な
表
現
は
、
後
世
の
芸
術
家
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
人
物
の
表
情

や
動
き
を
中
心
に
構
成
す
る
場
合
、
背
景
は
単

色
で
ま
と
め
、
人
物
の
着
物
の
柄
、
色
調
が
引

き
立
つ
よ
う
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人

物
全
体
を
画
面
に
入
れ
る
か
、
も
し
く
は
上
半

身
の
み
を
描
く
の
か
に
よ
っ
て
視
点
が
変
わ
り
、

肖
像
画
と
し
て
の
要
素
も
加
わ
り
ま
す
。

■《
三
代
目
坂
田
半
五
郎
の
藤
川
水
右
衛
門
》
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ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
は
印
象
派
を
代
表

す
る
人
物
で
、《
睡
蓮
》《
印
象
・
日
の

出
》
は
現
在
も
多
く
の
人
を
魅
了
し
ま

す
。
彼
は
洋
画
の
巨
匠
で
あ
り
な
が
ら

東
洋
へ
の
造
詣
も
深
く
、
特
に
浮
世
絵

の
、
多
色
刷
り
に
よ
る
色
彩
と
画
面
の

調
和
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
は
モ
ネ

■ クロード・モネ《睡蓮》 ■ クロード・モネ

■
浮
世
絵
を
愛
す
る
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ

の
家
に
あ
る
浮
世
絵
の
数
々
で
す
。
西

洋
家
具
の
し
つ
ら
え
と
東
洋
の
芸
術
は

不
調
和
な
感
じ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
壁
に
浮
世
絵
を
掛
け
て
常
に
鑑

賞
で
き
る
よ
う
な
空
間
を
好
ん
だ
こ
と

か
ら
も
、
モ
ネ
の
東
洋
に
対
す
る
深
い

見
識
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ クロード・モネの家
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○
浮
世
絵

■
歌
川
豊
国

■
葛
飾
北
斎

東
洋
の
芸
術
は
表
現
技
法
が
異

な
る
も
の
の
、
構
図
、
空
間
な
ど

お
互
い
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
色
彩
に
関
し

て
は
多
く
の
色
を
使
用
し
な
が
ら

も
、
対
比
さ
せ
る
の
で
は
な
く
常

に
調
和
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
ま
し
ょ
う
。

■
芥
子
園
画
伝
、

浮
世
絵
、

中
国
伝
統
版
画

○
芥
子
園
画
伝

◉
早
期
浮
世
絵
の

影
響
を
受
け
た

文
徴
明

◉
浮
世
絵
に
深
い
影
響
を
受
け
た
画
家

陳ち
ん
洪こ

う
綬じ

ゅ

○
水
墨
画
、
工
筆
画

○
浮
世
絵
に
影
響
を

与
え
た
中
国
版
画

の
＊
桃と
う
花か

塢う

＊
中
国
の
伝
統
的
な
木
版
年
画
。

徳
川
時
代
初
期
に
長
崎
の
貿

易
船
で
日
本
に
到
来
す
る
。
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画

家

画
家
の
作
品

画
家
に
影
響
を
与
え
た
と

思
わ
れ
る
作
品

画

家

画
家
の
作
品

画
家
に
影
響
を
与
え
た
と

思
わ
れ
る
作
品

■ ロートレック■ ゴッホ

■ モネ■ マネ

■ 斉白石

■ ドガ

■ 李可染

■ クリムト

巨
匠
の
作
品
は
技
法
が
卓
越
し
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
作
品
か
ら
感
じ
る
個
性
が
際
立
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
日
々
、
思
索
と
実
践
を

繰
り
返
す
中
で
、
東
洋
の
浮
世
絵
の
存
在
は
直
接

的
で
は
な
い
と
し
て
も
、
少
な
か
ら
ず
多
く
の
作

家
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

■
世
界
の
巨
匠
と

浮
世
絵
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